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▲「こんにちは！」ロボットとの
会話や握手を通じて先端技術を
体験しました
（1/28　ロボット活用の出前理
科教室　小泉小学校）

大だるまが見守る中、
通りはたくさんの人で
賑わい、３日間で約32
万人の人出となりまし
た
（２／６〜８　三原神
明市）

郷土の文化を学ぼうと、市内の小中高生ら
が製作したさまざまなだるま約100点が
並び来訪者の感心を誘っていました
（１／20〜24　観光三原だるま展　うき
しろロビー）

三原の情報を
メールで発信します

〜みはらんメルマガ創刊〜

ふるさと情報発信事業推進協議会

　三原のさまざまな情報を発信し、三原の良さ
を全国に広めようと、市内の関係団体や県立広
島大学などが連携し、昨年９月にふるさと情報
発信事業推進協議会を設置しました。
　協議会は５つのワーキンググループ（ＷＧ）に
分かれ、それぞれの取り組みを進めています。

　協議会では、１日から「みはらんメルマガ」の配信
を開始します。「ふるさと三原」をテーマに、季節の
話題、特産品や観光情報など、三原ならではの情報
を月に１回発信します。
　メールマガジンは、アドレスを登録するとEメー
ルで定期的に届きます。みはらんメルマガの登録は、
市ホームページと三原観光協会ホームページから
できます。ぜひ登録してください。
※みはらんメルマガは、携帯電話には対応していま
せん。
　今後、ふるさと情報発信事業推進協議会では、三
原ブランドの選定やふるさと大使の任命、三原検定
の実施などで、広く三原のＰＲに努めていきます。

問い合わせ先　ふるさと情報発信事業推進協議会（商
　工振興課内¸0848¹6072）、みはらんメルマガ（秘
　書広報課内¸0848¹6007）
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※通信料などは登録者負担
になります。登録無料! =

99

ふるさと

情報発信事業

推進協議会

広報WG

地産地消WG

三原検定WGブランドWG

定住・交流
観光WG

ふるさと情報の発信など

観光イベント・UIJターン情報の発信、
観光ツアーの実施、定住促進事業の推進など

地産地消情報の発信や
地産地消の推進など

三原検定の実施三原ブランドの選定、
ふるさと大使の任命など


